
当日資料

NO 区分 協議会名 内容

1 条例・解説書全般 上西郷 条例を作るから、だから何だろうと思う。郷づくりの根底をもっと立て直すべきであると考える。

2 条例・解説書全般 上西郷 郷づくりのスタートが明確になるような資料があると良い。

3 条例・解説書全般 上西郷 「住みよいまちづくりにしましょう」ではなく、もっと義務感があるようにしてほしい。

4 条例・解説書全般 勝浦 一般の市民は、条例に全てを書き込めば良いと思う。規則などで詳細を記載するなどで伝わるかどうか。

5 条例・解説書全般 勝浦 郷づくり基本構想で記載すべきことと、条例で規定すべきことは、仕分けて置くこと。

6 条例・解説書全般 勝浦 来年の３月ではなく、今年の１２月に条例を作るべきではないか。

7 条例・解説書全般 宮司 条例、規則、要綱は一般の人は知らない。入りやすいような表現に変更をしてはどうか。

8 条例・解説書全般 宮司 全体的に市民の人の目線でとっかかりやすいように。

9 条例・解説書全般 宮司 市役所内でも共有してほしい。

10 条例・解説書全般 神興東 「・・・・のものとする」を削除すべき。言い切るような文体に。

11 条例・解説書全般 神興東 「課題解決」という言い回しで逃げているように感じる。

12 条例・解説書全般 神興東 一つ一つの言葉が適切か確認する必要がある。

13 条例・解説書全般 宮司
解説書の「①郷づくりとは」は、前文と整合性が合うようにするべきである。「楽しい活動」ではなく、「課題解

決」という文言にしたほうが良いと感じる。

郷づくり推進条例（仮称）　協議会からの意見一覧
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14 条例・解説書全般 神興東 前文の中で「郷づくりの歴史的経緯」を入れる（前提をおさえること）。

15 条例・解説書全般 神興東 前文の中で「地域コミュニティの重要性」について明文化。

16 条例・解説書全般 神興東 前文の中で「地域コミュニティの縮小と役割への期待」を入れる。

17 条例・解説書全般 神興東 前文でなぜ条例を制定するのか、”必要性”を明確に。

18 条例・解説書全般 宮司
第2条の解説書の中で「基本条例」と表記があるが、「郷づくり推進条例」か「みんなですすめるまちづくり基本

条例」なのか分かりにくい。

19 条例・解説書全般 宮司
第2条の解説書の中で「主な各種団体の例」の図があるが、第5条の「郷づくり推進協議会の役割」の説明の中に入

れた方が分かりやすい。

20 条例・解説書全般 宮司 第2条の「共働」を図として表現してほしい。この漢字を使った意味が伝わると良いと思う。

21 条例・解説書全般 宮司 条文中では「市」、解説書の中では「行政」となっているため、統一した方が良い。

22 条例・解説書全般 宮司
郷づくり基本構想と郷づくり計画について、解説書の中に説明文を加えてほしい。郷づくり基本構想→郷づくりの

指針となる計画。郷づくり計画→郷づくりの行動計画。

23 条例・解説書全般 宮司
第12条第1号の解説書の中に、自治会の活動の「相互補完」に関することも含めてほしい。自治会ではできないこ

とを協議会が行っていることを記入するべきである。

24 条例・解説書全般 神興東 今こそ、福津の郷づくりの充実を図るときである。

25 条例・解説書全般 神興東 郷づくりの例規の体系図があるが、まちづくり計画など市の政策の位置付けも併せて加えるべきではないか。

26 条例・解説書全般 神興東 伴走して「支援」という言葉を用いるが、市は「推進」することを目的としていることを出してほしい。
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27 条例・解説書全般 神興東 もっと市民が見て分かりやすいようにするべきである。

28 条例・解説書全般 神興東 ９条３項の「共働のまちづくり」という言葉ではなく、「郷づくり」ではないか。

29 条例・解説書全般 神興東 自治会条例も併せて検討してほしい。

30 条例・解説書全般 神興 条例というと罰則があるのか。

31 条例・解説書全般 神興 郷づくりの条例は、関わっている人やこれから活動する人のサポートとなるようにしてほしい。

32 認知度・周知方法 福間南・神興東 郷づくりの必要性を訴えてほしい。郷づくりが浸透していないように感じる。

33 認知度・周知方法 上西郷
郷づくりの会報は、自治会回覧を利用し、周知している。非自治会員に対して、郷づくりをどのように理解しても

らうかが重要。

34 認知度・周知方法 津屋崎 条例のことを知ってもらえるように、一枚紙など説明資料を作ってはどうか。

35 認知度・周知方法 上西郷 地域の交流の場が減っているように感じる。PR手段がなくて困っている。

36 認知度・周知方法 宮司 周知方法として、HPもあるがお年寄りは紙媒体が良いと思う。

37 認知度・周知方法 津屋崎 集合住宅に住む人にも郷づくりを知ってほしい。

38 認知度・周知方法 津屋崎 郷づくりのPRビデオを作成してはどうか。

39 認知度・周知方法 神興東 市の役割に、郷づくりの活動に必要な情報を積極的に提供することを記入する。
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40 定義 福間
市と協議会が「共働」で郷づくりに取り組むことを強く出したほしいが良い。

どちらかが強くなってしまっても良くないため。

41 定義 勝浦 郷づくりの定義に政治活動のことを入れているのは良いが、解説書に詳細な説明が必要と思う。

42 定義 津屋崎 「郷づくり」と「まちづくり」の違い。郷づくりの定義をもっと出した方が良い。

43 定義 神興東 郷づくり（活動）の目的の言葉の統一。定義をしっかり。

44 定義 神興東 ９条２項の解説書の「中間支援」の意義。言葉の定義がないと分からない。

45 人財育成 福間
BA-SCHOOLに参加したが、キッカケラボの活動がもっと表に出てほしいと感じた。市民活動団体が増えること

で、郷づくりにもつながると思う。活気や活力をとても感じた。

46 人財育成 勝浦 後継者不足により、郷づくり推進協議会が存続できなくなった場合、市としてはどのような立場で望むのか。

47 人財育成 福間南 各部会の交流会をしてほしい。

48 自治会 上西郷
郷づくり推進協議会の役員は、自治会員で成り立っている。自治会と協議会の違いが分からない。

自治会員は、二重の負担がかかっている。

49 自治会 津屋崎
自治会加入は、役員や自治会費、公民館負担費の関係で入りたくない人がいる。郷づくりをきっかけに楽しいと思

い、そこから自治会に入るべきだ。

50 自治会 福間南 郷づくりと自治会の関係性や位置付けが不明。

51 自治会 福間南 自治会では、高齢化や役員の担い手不足がある。

52 自治会 神興 自治会の加入に関し、メリットが目に見えたものがない。防災のときに共助を感じて、初めて必要性が分かる。



当日資料

NO 区分 協議会名 内容

郷づくり推進条例（仮称）　協議会からの意見一覧

53 その他 福間 「郷」という文字の由来については、さまざまな資料にいれてほしい。

54 その他 勝浦
「４年を超えた範囲で見直すものとする」とすると必ず見直さなければならないことになる。「必要に応じて」や

期間を定めなくても良いのでは。

55 その他 勝浦 代表者会議の位置付けを条例で規定しているが、費用弁償を支払わなくて良いのか。


